
平成２９年１月 

 

平成２８年度地域懇談会 参加者アンケート 

【 集計結果 】 

 

 

１． 本日の地域懇談会について 

＊時間       短かった      ←  ４   ３   ２   １  →  長かった 

＊満足度     大いにあった   ←  ４   ３   ２   １  →  全然なかった 

 

 ４ ３ ２ １ その他 計 

時間 １４ ４８ ３ ０ ４ ６９ 

満足度 ２３ ３４ ４ ０ １ ６２ 

 

 

＜その他＞ 

・短かった 

・満足度は大いにあった 

 

 

 

 

 

 

２． 本日の地域懇談会に参加しようと思った理由に○をしてください。（複数選択可） 

a  福祉に関心があったため 

b  町内会・自治会をよりよいものにするため 

c  今後の活動のために他団体のお話を聞きたかったため 

d  参加しやすい時間帯（平日）だったため 

e  町内会・自治会長としての役割であるため 

ｆ  予定が空いていたため 

g  その他（         ） 
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＜その他＞ 

・地域包括支援センター 

・地域包括 

・市からの案内で 

 

 

 

 

 

 

 

３． 今後の地域懇談会で取り扱うテーマとして、希望する項目に○をしていただくか、(  )

内にご記入ください。（複数選択可） 

防災   防犯   子育て・教育   環境・ごみ   高齢者   介護   障害  

個人情報   加入促進   まちづくり   会計管理   会員名簿作成 

 

防災 防犯 子育て・教育 環境・ごみ 高齢者 介護 

４２ １５ ４ ２１ ４５ １９ 

障害 個人情報 加入促進 まちづくり 会計管理 会員名簿作成 

８ １０ １１ ２１ ２ ５ 

 

 

＜その他＞ 

・高齢化に伴う空き家問題 

・空き家 

・空家の対策 

・町内の立地問題（坂が多い） 

・町内会・自治会の組織のあり方 

・役員のなり手がなくて困っている自 

治会が多く、興味をもって活気ある  

地域になるにはどうすればいいか。 
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４． 今後、地域懇談会に参加するにあたって、希望する開催時期や時間帯について、○を

してください。 

＊開催時期      ４～６月   ７～９月  １０～１２月  １～３月 

＊開催日       平日    土日祝 

＊時間帯       午前    午後     夜間  

 

開催時期 ４～６月 ７ ７～９月 ５ １０～１２月 ２１ １～３月 ０ 

開催日 平日 ２６ 土日祝 ８     

時間帯 午前 １５ 午後 ９ 夜間 ３   

 

５． ご意見等ございましたら、ご記入ください。 

 色々な意見を聞くことができ、参加して良かったです。 

 今日はとてもいい場に出られて今後の自分自身にも活かしていきたいと思います。 

 参加させてもらって、大変良かったです。 

 大変勉強になりました。 

 通常会社員が町内会役員の場合が多いため、開催日は土日祝を希望します。 

 初めて参加させて頂き、とても良かったです。自治会に持ち帰り参考にさせていた

だきます。 

 休日にしてほしい。 

 グループの討論時間と１人当たりの発言時間の配分を均等にしてほしい。 

 色々と勉強になりました。 

 ありがとうございました。 

 大変参考になりました。町内会組織の改革、活動領域の拡大が重要と考えています。 

 ３／年ぐらいのペースで。 

 それぞれの町内会での活動や困り事を聞くことができて良かったです。時間が足り

ないようでしたが、それぞれの話のときに意見交換ができていたので、満足できる

内容でした。 

 参加させて頂き、町内会・自治会の方のお話が参考になり良かったです。 

 必要なことかもしれませんが、最初の協議会等の紹介の時間が長かった。話し合い

の時間を長くとってほしい。 

 様々な時間帯を組み合わせて、どれかに参加できるようにしてください。 

 小学校区単位で校区連合町内会結成に市として力を入れてください。 

 意見交換の内容をホームページでなく、プリントベースで教えていただきたいです。 

 結果として焦点の定まらない会議ではあったが、地域の各実状の一端を知ることが

できました。 

 


